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４
月
13
～
15
日 

原
大
沢
地
区 

福
寿
草
ま
つ
り 

恒
例
と
な
り
ま
し
た
原
大
沢
地
区
の
福
寿
草
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
で
、
第
14
回
を
迎
え
る
こ
の
お
ま
つ
り
は
、
福
寿
草
の
見
頃
の
４
月

中
旬
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
、
和
敬
会
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
や
、

恒
例
の
鬼
島
太
鼓
、
屋
台
な
ど
、
来
場
者
を
魅
了
す
る
催
し
物
が
多
く
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
の
14
日
に
は
、
特
に
多
く
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
、
会
場
と
な
っ

た
御
魂
山
公
園
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。 

 
 

 

 

 ４
月
２
日 

金
沢
大
と
糠
千
区
で
協
定
を
締
結 

４
月
２
日
、
糠
千
公
民
館
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
農
村
版
大
学
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
な
ど
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
金
沢
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

と
木
島
平
村
糠
千
区
が
、
こ
れ
か
ら
集
落
づ
く
り
を
と
も
に
取
り
組
む
「
域

学
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
金
沢
大
学
か
ら
、
横
山
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長
は
じ
め
５

人
の
先
生
方
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
５
人
の
学
生
が
参
加
。 

集
落
の
方
が
見
守
る
中
、
横
山
セ
ン
タ
ー
長
、
外
山
健
一
糠
千
区
長
、
後

見
と
し
て
芳
川
木
島
平
村
長
の
３
者
で
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

調
印
後
、
協
定
締
結
を
祝
い
、
参
加
者
約
40
人
で
懇
親
会
を
開
催
。
こ
れ

か
ら
の
集
落
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
に
、
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

大
学
機
関
と
糠
千
区
の
よ
う
な
小
さ
な
集
落
と
の
協
定
は
、
大
変
珍
し
い

取
組
み
で
す
。
今
後
、
大
学
生
と
集
落
が
一
緒
に
取
り
組
む
「
協
働
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
共
に
作
成
し
、
取
組
む
予
定
で
す
。 
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平
成
２
４
年
度
に
お
い
て
、
農
村
文
明
塾
が
五
つ
の
テ
ー
マ
で
農
村
学
講

座
が
開
催
さ
れ
た
。 

こ
の
う
ち
、
第
一
回
の
「
農
村
の
環
境
を
生
か
し
た
高
齢
社
会
の
暮
ら
し
を

考
え
る
」
と
、
第
二
回
の
「
奥
山
の
自
然
と
恵
み
を
考
え
る
」
の
二
つ
の
講

座
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
受
講
し
た
二
つ
の
講
座

の
概
略
を
少
々
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
第
一
回
の
講
座

の
一
日
目
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
大
森
彌
先
生
に
よ

る
記
念
講
演
「
超
高
齢
社
会
を
生
き
る
ー
尊
厳
の
確
保
と

自
立
支
援
」、
実
践
報
告
と
し
て
、
下
高
井
農
林
高
校
生
に

よ
る
園
芸
福
祉
活
動
」、
夕
方
か
ら
は
郷
の
家
で
郷
土
料
理

に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
二
日
目
は
、
現
地
研
修

と
し
て
「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
「
望
岳
荘
」
の

視
察
を
行
っ
た
。 

第
二
回
の
講
座
の
一
日
目
は
、
カ
ヤ
の
平
に
お
い
て
信
州
大
学
名
誉
教
授

の
中
村
浩
志
先
生
に
よ
る
「
ブ
ナ
の
森
と
自
然
の
生
き
物
た
ち
」
の
講
義
と

散
策
、
中
村
先
生
と
の
お
話
し
会
、
そ
の
あ
と
実
習
と
し
て
下
高
井
農
林
高

校
生
等
の
指
導
に
よ
り
「
ブ
ナ
の
稚
苗
を
使
っ
て
ブ
ナ
便
づ
く
り
」
に
挑
戦

し
た
。
夕
方
か
ら
は
カ
ヤ
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
よ
る
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
２
０
時
か
ら
現
地
研
修
と
し
て
、
フ
ク
ロ

ウ
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
の
観
察
会
が
あ
り
、
当
日
は
ロ
ッ
ジ
に
宿
泊
し
た
。
二
日

目
は
、
雨
天
の
た
め
早
朝
の
野
鳥
観
察
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
「
里
山
の
機
能
と
価
値
ー
生
物
多
様
性
社
会
を
知
る
」
の
報
告
会
と

平
沢
地
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ポ
ー
ザ
圃
場
を
見
学
し
た
。 

こ
の
講
座
の
受
講
を
通
じ
て
今
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
自
然
豊
か
な
残
る

村
の
良
さ
と
、「
協
働
の
村
づ
く
り
」
へ
の
村
の
取
組
が
実
践
で
き
た
こ
と
は

多
大
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
交
流
会
に
お
い
て
の
、
村
の
方
々
と
の
楽

し
い
会
話
が
で
き
た
こ
と
、
郷
の
家
で
郷
土
料
理
に
舌
づ
積
み
を
打
ち
美
味

し
か
っ
た
こ
と
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
な
ど
懐
か
し
い
一
時
で
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
村
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
も
農
村
文
明
塾
の
農
村
学
講
座
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
（
次
の
と
お
り
）

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
帰
郷
の
際
等
に

合
わ
せ
て
是
非
参
加
さ
れ
、
故
郷
の
良
さ
を
も
う
一
度
体
験
・
実
感
さ
れ
る

の
も
一
考
で
は
な
い
か
と
思
い
お
勧
め
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 
 

農村文明塾事務局が移転しました！ 
旧南部小学校を改修した「木島平村農村交流館」１Ｆ

の事務室内に農村文明塾事務局を移転しました。 
移転後の連絡先等は次のとおりです。 

電話＆ＦＡＸ ０２６９－８２－２０４１ 
メール：   kijimadaira@nousonbunmei.jp 

 

農村学講座の年次計画 

第１回 ７月２１日（土）、２２日（日） 

第２回 ８月２４日（土）、２５日（日） 

第３回 ９月２２日（日）、２３日（月） 

第４回 １１月１５日（土）、１６日（日） 

第５回 １２月 ７日（土）、 ８日（日） 

※ 講座の内容は、会報を通じてお知らせします。 

 


